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第6章　まとめ

　ウィンドプロファイラーの原理，構成，観測方法そして種々な観測結果から検討したプロファ

イラーの特性を述べてきた。ウィンドプロファイラーにより有効な風の観測が可能なことが実証

されたものと考えられる。ただ，ウィンドプロファイラーは従来の高層風観測方法とは大きく異

なるためデータの質も異なり，また気温や湿度の観測をすることはできない。ゾンデでは数十㎞

までの観測が行われていることを考えると最大16㎞の観測高度も十分とはいえない。このためゾ

ンデ観測に完全に代わり得るものではない。しかし，風向風速の鉛直プロファイルを高い鉛直分

解能および時問分解能で測定できるため，大気の研究や，実態の把握そして気象予報に非常に有

用なものと考えられる。米国においては，すでに準オペレーショナルな観測を行うウィンドプロ

ファイラーのネットワークもできている。しかし，日本においては研究面でわずかに用いられて

いるのみであり本格的な運用は成されていない。

　400MHz帯のウィンドプロファイラーには，風向風速の観測に関してはかなり完成に近づいた

測器だが，大気の屈折率変動が小さ憾場合に観測できないことがある。特に高い高度ではS／N

が低下することもあり必ずしも常時観測できていない。このような場合の品質管理手法やデータ

処理手法は，開発者により様々なアルゴリズムが用いられている。このため，性能評価でもばら

ついている。どのような手法で性能を評価するかは今後の重要な課題である。また，小さいスケー

ルの対流時における観測の問題，その他，通常のドップラーレーダーと比較して，アンテナをス

キャンできないことおよび観測に時間がかかることなどが将来の課題として挙げられる。

　ウィンドプロファイラーは，風のみならずその他様々な気象要素の推定もできる。構造パラメー

タ，フラックス，また音波と併用することにより気温の鉛直プロファイルも観測可能である。上

述した課題と共にこれらのデータ処理法やS／Nの改善などにより一層の研究が必要である。
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